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平成 22 年８月 12 日 

各  位 

                                                 会 社 名  株式会社 DPG ホールディングス 

                                                 代表者名  代表取締役社長 松田 純弘 

                                                （コード番号 ３７８１ 名証セントレックス） 

                                                 問合せ先  ＩＲｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ 篠塚 剛 

                                                （Ｔ Ｅ Ｌ  ０３－５４６４－３０６０） 

 

特別損失の発生及び平成 22 年 12 月期業績予想の修正等に関するお知らせ 

 

 当社は、子会社の株式会社 SPARKS（以下「SPARKS」という。）において計上しているのれんについ

て、SPARKS の業態変更により、のれんを減損することといたしました。 

また、平成 22 年２月 15 日に公表いたしました平成 22 年 12 月期第２四半期累計期間（平成 22 年

１月１日から平成 22 年６月 30 日）の業績予想と本日公表の第 2四半期累計期間の実績値について差

異が生じるとともに、最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 12 月期通期（平成 22 年１月１日から平

成 22 年 12 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．特別損失の計上及びその理由 

 SPARKS において計上しているのれん全額を減損し、連結上で 130 百万円を特別損失として計上い

たしました。 

 平成 22 年６月 1日発表の「当社グループの宅配中華事業（屋号：チャイナクイック）における今

後の事業展開について」にて開示のとおり、SPARKS においては、昨年末に発覚した訴訟の提起等に

よる信用力の低下、店舗家主との関係悪化が生じるなど、悪循環に陥っていることから、これらの状

況に対処するため、当初 12 店舗のうち 4 店舗を閉店、6 店舗を当社の子会社である株式会社 prime 

construct（以下「プライム」という。）へ譲渡しております。その結果、SPARKS 保有店舗は 2 店舗

となっており、その超過収益力が著しく毀損されたため、のれんを全額減損することといたしました。 

なお、SPARKS との株式交換において計上したのれん 608 百万円（平成 22 年 6 月末日現在）につき

ましては、プライムの利益力の増加等を考慮し減損しておりません。 

 
 
２．業績予想数値の修正等 

(1)連結業績予想数値の差異および修正 
平成 22年 12月期第２四半期連結累計期間業績予想の差異（平成 22 年１月１日～平成 22 年６月

30 日） 



 売 上 高  営業利益 経 常 利 益 四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 720 22 22 15 
今 回 実 績 値 ( B ) 531 △215 △212 △418 
増 減 額  (B-A） △189 △237 △234 △433 
増 減 率  （％） △26.3 ― ― ― 

（金額の単位：百万円） 

 
平成 22年 12月期通期連結業績予想の修正（平成 22 年１月１日～平成 22 年 12 月 31 日） 

 売 上 高  営 業 利 益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 1,478 67 67 428 
今 回 修 正 予 想 ( B ) 1,091 △333 △330 △380 
増 減 額  (B-A） △387 △400 △397 △808 
増 減 率  （％） △26.2 ― ― ― 

（金額の単位：百万円） 

※ 連結業績予想の前期実績は、株式会社 SPARKS との株式交換が逆取得に該当し、前期連結財務諸表との連続性

がなくなっているため、記載を省略しております。 

 

(2)個別業績予想数値の差異および修正 
平成 22年 12月期第２四半期個別業績予想の差異（平成 22 年１月１日～平成 22 年６月 30 日） 

 売 上 高  営業利益 経 常 利 益 四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 37 △12 △12 △13 
今 回 実 績 値 ( B ) 38 △15 △15 △24 
増 減 額  (B-A） 1 △3 △3 △11 
増 減 率  （％） 2.7 ― ― ― 

(ご参考)前期第２四半期実績 

（平成 2１年 12月期第２四半期） 
6 △45 △45 △67 

（金額の単位：百万円） 

 
平成 22年 12月期通期個別業績予想の修正（平成 22 年１月１日～平成 22 年 12 月 31 日） 

 売 上 高  営 業 利 益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 74 △25 △25 347 
今 回 修 正 予 想 ( B ) 75 △28 △28 119 
増 減 額  (B-A） 1 △3 △3 △224 
増 減 率  （％） 1.4 ― ― △65.7 

(ご参考)前期実績 

（2１年 12月期実績） 
6 △101 △101 △171 

（金額の単位：百万円） 
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(3) 第 2 四半期累計期間業績予想との差異が生じた理由及び通期業績予想の修正の理由 

第２四半期連結業績実績における売上高及び利益面の減少理由は、宅配中華事業において、外食産

業等との価格競争及び個人消費の落ち込みから売上が減少となったことにより、売上高予想 520 百万

円に対する修正予想が 395 百万円となりました。また、広告・出版事業の売上予想高 125 百万円に対

する修正予想 117 百万円、飲食店プロデュース事業の売上予想高 75 百万円に対する修正予想 17 百万

円によるものであります。 

なお、四半期純利益の減少理由は、上記１にて記載のとおり、宅配中華事業におけるのれんの減損

損失 130 百万円の計上及び、閉店に伴う、店舗閉鎖損失 1百万円、固定資産除却損 2百万円、店舗閉

鎖損失引当金 7百万円の繰入並びに、SPARKS の長期未収入金（SPARKS 代表取締役２名による損失補

てん金）の担保としている当社株式の株価下落による担保不足のため、貸倒引当金 42 百万円の繰入

によるものであります。 

 

通期連結業績予想における売上高及び利益面の減少理由は、店舗閉鎖等を考慮し宅配中華事業の売

上高予想 1,078 百万円を 781 百万円に修正したことによるものであります。 

なお、当期純利益の減少理由は、元子会社である株式会社データプレイスの重畳的債務保証に伴う

債務免除交渉の現在の進捗状況から、当初見込んでおりました債務免除益 374 百万円を当期中に交渉

可能と思われる債権先の債権額に比例する債務免除益として 156 百万円の計上に減額修正したこと

によるものであります。 

 

第２四半期個別業績実績の当期純利益の減少理由は、子会社の業績悪化のため、子会社株式の評価

損 11 百万円を計上したことによるものであります。 

個別通期業績予想の当期純利益の減少理由は、上記通期連結業績予想の当期純利益の減少理由と同

じく、重畳的債務保証の債務免除益の減額修正によるものであります。 

 
 

  以 上 
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